
　１月 23 日（木）、『令和元年度茨城
県下水道促進週間コンクール』知事賞
入賞者の表彰式が茨城県庁講堂におい
て開催されました。
　県内 44 市町村から応募された作品
総数は，56,287 点にも上りました。
その作品の中から入賞 60 点が選ばれ、
本町でも「新聞部門」で文間小学校４
年　髙橋迅さんの作品がみごと「知事
賞入選」に選ばれました。

町 の 話 題
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令和元年度茨城県下水道促進週間コンクール入賞者の決定
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　昨年 11 月 30 日（土）、徳満寺で開催された「第 10 回布川一茶俳句
大会」。町内外問わず約 750 もの投句が集まりました。
　今回はその中から見事、入賞・特選を獲得した方々の句をご紹介いた
します！

選者紹介
馬酔木同人　神宮　きよい　先生（右写真：前列の右から４番目）
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知事賞入選を果たした髙橋迅さんと
下水道マスコットキャラクター「スイスイくん」、「スイミーちゃん」

【入賞作品】

　
友
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。
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追
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。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、「
ま
だ
半
分
も
歩
い
て
な
い
よ

ね
～
。
頑
張
ろ
！
」
と
気
合
を
入
れ
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。

利 根 七 福 神 巡 り

　１月19日（日）に開催された利根七福神巡り。当日は、
冬の寒さにも負けず約 250 名の方が参加し、令和初と
なる「七福神巡り」が花火の号砲を合図に始まりました。
　参加された皆さんは、どんなお願いをされたのでしょ
うか。今年一年素敵な年になりますように…。

１. スタート地点にて、満面の笑みで「いってきま～す！」。２. 各ポイン
トでのスタンプラリー。３. 半分超えても笑顔でピース！４. ５カ所目の神
社にて。まだまだ、皆さん元気に歩いています ５. ゴール後の食事風景
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